
 

平成 30年度 事業報告   

概 況 

 国内経済は、輸出や生産の一部に弱さもみられるが、緩やかに回復しているとされて 

います。長崎県においても景気は緩やかに回復を続けており、生産は持ち直しの動きが

続いているものの、足もと減速感がみられるとされています。また、労働需要は引き締

まっており、人手不足感の強い状態が続いているとされています。 

 こうした経済情勢下、当協会は一般社団法人へ移行した際の認可要件である公益目的

支出計画が遅々として進まないことから、平成 30年 10月に実施事業等会計項目の変更

認可申請を行い、12月に行われた長崎県の認定委員会で承認を受けました。 

令和元年度からは、公益目的支出計画に沿った新たな会計処理を行ない、円滑な事業

運営を図り持続的な成長に努めていきます。 

各種事業については、会員各位の協力及び行政当局の指導・支援のもとに、本部及び

各支部ともに、技能講習事業及び労働災害防止に関する事業を計画どおりに実施するこ

とが出来ました。 

しかしながら平成 30 年度の、技能講習や安全衛生教育、各種研修会等の受講者は前

年度より大幅に減少し、当期経常増減額は約▲４６８万円で減収減益となりました。 

今後とも、会員数の維持ならびに受講者数の確保及び効果的な事業展開と業務効率化

などに努めていきます。 

 主要事業の実施概要は次のとおりです。詳細は次ページ以下に掲載しています。 

  

 労働者の安全と健康確保対策について 

  (１)各種技能講習及び特別教育等の実施状況 

    登録教習機関としての技能講習については、８種目で延べ 65回、受講者数は 

   3,075名、そのうち受講修了者は 2,919名となっています。受講者数は前年度と 

比較して 230人(7.5%)減となりました。また、特別教育は 11種目延べ 55回、受 

講者数は前年比で 259名減の 1,341名となり、安全衛生教育は 1,125名（同比 

163名減）、各種研修会は 11回で 283名（同比 40名減）、説明会等は 28回で参加

者数 1,581名(同比 67名増)となっています。 

     

  (２)長崎県労働災害防止団体等連絡協議会の開催 

    長崎労働局と県内各労働災害防止団体等(７団体)との連絡会議は、当協会が県

大会幹事及び会計を担当し、長崎県産業安全衛生大会の開催に向けた協議、技能

講習等の年間計画表作成、情報交換を内容として定期的に４回開催しました。 

 

  (３)長崎県産業安全衛生大会の開催 

    平成 30 年 10 月 24 日(水)に「長崎市民会館文化ホール」で開催し、県内各地

から約 400名が参加。長崎労働局が実施した「アクションＺＥＲＯ運動」の達成

事業場表彰ならびに当協会長表彰を 15 名に対して行なうとともに、無事故・無

災害の誓いを全員で確認しました。 



会員の状況

増　　減

▲ 32

回数

1

3

2

8 月 8 日

4

1

4 月17日・10月25日・  2 月20日

6 月 5 日・ 8 月30日

5 月 7 日・ 7 月17日・10月 4 日・12月 5 日

1 月25日

4 月17日・ 8 月 1 日・10月29日・2 月12日

4 月13日・10月25日・  2 月14日

4 月19日・10月25日・  2 月14日

9 月14日・ 1 月29日

4 月26日・ 8 月28日・10月18日・12月20日

4 月 9 日・ 7 月13日・12月13日

5 月11日

5 月16日

5 月10日

4 月26日・10月23日・  2 月19日

4 月19日・10月23日・  2 月15日

 5 月24日・10月29日・  3 月19日

4 月18日・ 7 月31日・10月23日・ 2 月15日

入　　会

22

区　　分

会 員 数

開　　催　　日

6 月28日

総　会　等

退　　会

5 月15日

平成３０年度末

本 部

本 部・支 部

壱 岐 支 部

本 部

長 崎 支 部

諌早大村支部

島 原 支 部

対 馬 支 部

4 月18日・10月23日・  2 月20日

五 島 支 部

島 原 支 部

長 崎 支 部

佐 世 保 支 部

諌早大村支部

北 松 支 部

佐 世 保 支 部

2,282

諌早大村支部

北 松 支 部

本 部・支 部

本 部

5 月16日

5 月17日

5 月15日

5 月14日

54

五 島 支 部

壱 岐 支 部

本 部

総 会 等

8
　　　 通　　常　　総　　会

長 崎 支 部

佐 世 保 支 部

島 原 支 部

対 馬 支 部

　　  事　 務 　局　 会　 議

26

理 　　　　事　 　　　会

労働災害防止団体等連絡協議会

        （ 役　　 員　　 会 ）

10
部　　　　　　　　　　会



事 業 関 係

0 3

0 ▲ 22

0 15

1 6

▲ 1 ▲ 13

0 ▲ 9

▲ 2 ▲ 9

0 ▲ 78

0 ▲ 123

▲ 2 ▲ 230

0 ▲ 32

0 ▲ 4

▲ 2 ▲ 7

0 3

（長崎刑務所） ▲ 1 ▲ 4

（長崎刑務所） 0 0

2 41

▲ 1 ▲ 28

0 ▲ 3

0 ▲ 41

▲ 1 ▲ 16

1 ▲ 15

3 48

▲ 2 ▲ 66

▲ 4 ▲ 222

▲ 5 ▲ 210

0 16

0 2

▲ 10

7

▲ 3

参加者数

175

6

8

281

1

4

ク レ ー ン の 運 転 業 務

1

1

8

12 332

162

23

 第 一 種 衛 生 管 理 者

34

37

7

1

24

8

1

68

502 499

482

35

6

511

リ ス ク ア セ ス メ ン ト 研 修 会

安 全 衛 生 推 進 者 8

6

23

1

4

高 所 作 業 車 運 転

職 長 教 育 ・ 安 全 衛 生 責 任 者 教 育

1

揚 貨 装 置

低 圧 電 気

264

粉 じ ん 作 業

71

22

795

回数

269

技　　能　　講　　習
前期末比較増減

回数 受講者数

 足場の組立て等作業主任者

受講者数

261

修了者数

 特定化学物質及び四ｱﾙｷﾙ鉛等作業主任者

本
　
　
部

支
部

合　　　　　　計

区　　　　　　　　　　分 回数

6

1,000

349

36

113

2,919

1,089

366

3,075

ゼ ロ 災 運 動 Ｋ Ｙ Ｔ ト レ ー ナ ー 研 修 会

Ｋ Ｙ Ｔ （ 危 険 予 知 訓 練 ） 研 修 会

2263

3

65

1

7

6

 酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者

 ガス溶接（長崎刑務所）

229

1

 石綿作業主任者

前期末比較増減

回数
受講者数

1

足 場 の 組 立 て 等 作 業 122

100

巻 上 げ 機 運 転

本
部

  ２ 回
　（12名）

 有機溶剤作業主任者

1

13

30玉掛け

 プレス機械作業主任者

ガス溶接

61

35

6

研
修
会
等

本
部

   ４ 回
　（157名）

安 全 管 理 者 選 任 時 研 修 3 121

支
部

  ７ 回
　（126名）

受講者数
参加者数

131

― ―

― ―

安
全
衛
生
教
育

支
　
　
部

３６ 回
（1,125名）

― ―

刈 払 い 機 安 全 衛 生 教 育

特

別

教

育

ア ー ク 溶 接

自由研削といし取替等業務

支
　
　
　
　
　
部

５３ 回
（1,329名）

ア ー ク 溶 接

自 由 研 削 と い し 取 替 等 業 務

機 械 研 削 と い し 取 替 等 業 務

フ ル ハ ー ネ ス 型 墜 落 制 止 用 器 具

2

10職長教育・安全衛生責任者能力向上教育

新 入 者 等

5

1 19 ― ―

受　　験　　準　　備　　講　　習　　会 回　数 受講者数
前期末比較増減

受講者数回数

本
部  ガ ス 溶 接 作 業 主 任 者

合　　　　　　　　　計 2 144

1

1

121

0

0

0



0 0

0 ▲ 26

1 ▲ 20

0 4

0

0 ▲ 20

0 ▲ 7

0 ▲ 124

1 20

0 ▲ 3

0 5

0 ▲ 17

▲ 5

8

▲ 13

7

▲ 3

   5月　7月　9月

出 張 試 験 案 内

受験者数

本
　
　
部

 第一種衛生管理者 1 231 71

 11月　1月　3月

4　月

109

そ
の
他
の
行
事

支
　
　
　
部

１３ 回
  （499名）

長　崎　地　区　出　張　特　別　免　許　試　験 回数 受験者数 合格者数
前期末比較増減

回数

随　  時

2

ボ ウ リ ン グ 大 会

1 33

 第二種衛生管理者

25

0

0合　　　　　　計

そ
の
他
の
説
明
会
等

労 災 ・ 労 務 ・ 賃 金 説 明 会

支
　
　
　
部

本
部

   １ 回
　（400名）

340号 ～ 345号
広
　
　
報

協 会 報 （ 定 期 ）

 ガス溶接作業主任者

92

２８ 回
 （1,581名）

   １ 回
　（50名）

労 務 管 理 セ ミ ナ ー
（ 労 務 ・ 賃 金 ・ 労 災 合 同 部 会 と 併 催 ）

区　　　　　　　　　　分
前期末比較増減

参加者数

9 486

セ
ミ
ナ
ー

本
部

安 全 週 間 説 明 会

労 働 衛 生 週 間 説 明 会

63

8

優 良 事 業 場 研 修 会

安 全 祈 願 祭

545

049

地 区 安 全 衛 生 大 会

労 災 ・ 労 務 ・ 賃 金 講 習 会 487

ソ フ ト ボ ー ル 大 会
（ ソ フ ト ボ ー ル 大 会 監 督 会 議 含 む ）

1 400

36

24 0

1

回数

0

1 50

9

長 崎 県 産 業 安 全 衛 生 大 会

2

回数 参加者数

2

187

213

7

1

374

24

169

1 30

27

53

4

1

各 種 免 許 試 験 案 内

 潜水士

発　行　号　数

共
催
事
業

本
　
部

   １ 回
　（53名）

腰　痛　予　防　対　策　講　習　会 （共催　中災防） 1

3,500　部

1,000　部


	jigyou 1
	jigyou 2
	jigyou 3
	jigyou 4

